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(57)【要約】
【課題】画面のコントラストを保つことにより、有機Ｅ
Ｌ表示装置の視認性を高める。
【解決手段】階調値に基づく電荷を蓄えた画素に対して
、基準電圧を印加することにより、発光させて表示を行
う発光素子表示装置において、ＴＦＴ基板の矩形波駆動
部内にある基準電圧算出部のＡＰＬ算出部が、ＡＰＬ（
平均画像レベル）の値を算出し（ステップＳ２１）、そ
のＡＰＬの値に基づいて、基準電圧算出部のΔＶ算出部
が基準電圧の補正量ΔＶを算出する（ステップＳ２２）
。算出された補正量ΔＶは、基準電圧に加算され、矩形
波駆動部から各画素に対して出力される矩形波信号の電
圧となる。階調値に対応するデータ信号が記憶された各
画素において、この矩形波信号により有機ＥＬ素子の発
光が行われる。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　階調値に基づく電圧が記憶された複数の画素に対して、電圧が印加されることにより、
自発光体である発光素子に発光させることにより表示を行う発光素子表示装置において、
　前記複数の画素の各々の階調値について、統計量を算出する統計量算出部と、
　前記統計量に基づいて、基準電圧の補正量を算出し、前記基準電圧を補正する基準電圧
補正部と、
　前記基準電圧補正部により補正された補正基準電圧を出力する基準電圧出力部と、を備
える発光素子表示装置。
【請求項２】
　前記発光素子は、有機エレクトロルミネッサンス素子である、ことを特徴とする請求項
１に記載の発光素子表示装置。
【請求項３】
　前記統計量は、前記階調値の合計により表わされる平均画像レベル値である、ことを特
徴とする請求項１に記載の発光素子表示装置。
【請求項４】
　前記統計量は、色ごとに重みづけされて、合計することにより表わされる値である、こ
とを特徴とする請求項１に記載の発光素子表示装置。
【請求項５】
　前記基準電圧補正部は、前記統計量が、明るさの度合いが高いことを示す値である場合
には、前記発光素子の発光量を減少させるように基準電圧を補正し、前記統計量が、明る
さの度合いが低いことを示す値である場合には、前記発光素子の発光量を増加させるよう
に基準電圧を補正する、ことを特徴とする請求項１に記載の発光素子表示装置。
【請求項６】
　前記基準電圧補正部は、前記統計量が、明るさの度合いが高いことを示す値である場合
には、前記発光素子のピーク輝度を増加させるように基準電圧を補正し、明るさの度合い
が低いことを示す値である場合には、前記発光素子のピーク輝度を減少させるように基準
電圧を補正する、ことを特徴とする請求項１に記載の発光素子表示装置。
【請求項７】
　前記基準電圧補正部は、前記補正量を算出するためのパラメータを有し、前記パラメー
タを使用した計算式に、前記統計量を代入することにより補正量決定する、ことを特徴と
する請求項１に記載の発光素子表示装置。
【請求項８】
　前記パラメータは、利用者による設定に基づいて決定される、ことを特徴とする請求項
７に記載の発光素子表示装置。
【請求項９】
　前記パラメータは、外光照度に基づいて決定される、ことを特徴とする請求項７に記載
の発光素子表示装置。
【請求項１０】
　前記パラメータは、継続使用時間に基づいて決定される、ことを特徴とする請求項７に
記載の発光素子表示装置。
【請求項１１】
　前記統計量算出部、前記基準電圧補正部、及び前記基準電圧出力部は、前記画素を有す
るＴＦＴ基板上の回路により構成されている、ことを特徴とする請求項１に記載の発光素
子表示装置。
【請求項１２】
　階調値に基づく電圧が記憶された複数の画素に対して、基準電圧が印加されることによ
り、自発光体である発光素子に発光させることにより表示を行う発光素子表示装置の表示
方法において、
　前記複数の画素の各々の階調値について、統計量を算出する統計量算出工程と、
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　前記統計量算出工程において算出された前記統計量に基づいて、前記基準電圧の補正量
を算出し、前記基準電圧を補正する基準電圧補正工程と、
　前記基準電圧補正工程において補正された前記基準電圧に基づいて、前記基準電圧を出
力する基準電圧出力工程と、を備える表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光素子表示装置及び表示方法に関し、より詳しくは、階調値に基づく電圧
が記憶された複数の画素に対して、基準電圧が印加されることにより、発光素子を発光さ
せることにより表示を行う発光素子表示装置、及びその発光素子表示装置の表示方法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、有機発光ダイオード（Organic Light Emitting Diode）に代表される有機ＥＬ（
Organic Electro-luminescent）素子と呼ばれる自発光体を用いた画像表示装置（以下、
「有機ＥＬ表示装置」という。）が実用化段階にある。この有機ＥＬ表示装置は、従来の
液晶表示装置と比較して、自発光体を用いているため、視認性、応答速度の点で優れてい
るだけでなく、バックライトのような補助照明装置を要しないため、更なる薄型化が可能
となっている。
【０００３】
　このような有機ＥＬ表示装置の駆動方式として、特許文献１には、階調値に基づく電圧
が記憶容量に記憶された複数の画素に対して、基準電圧を印加することにより、有機ＥＬ
素子を発光させる、いわゆるＣＩ（Clamped Inverter）駆動方式と呼ばれる駆動方式の有
機ＥＬ表示装置が開示されている。
【０００４】
　なお、有機ＥＬ表示装置の表示品質を高める方法としては、高輝度化することが考えら
れるが、自発光体である有機ＥＬ素子の劣化や消費電力を考慮すると、有機ＥＬ素子の高
輝度化により表示品質を改善することは難しくなっている。特許文献２には、表示品質を
高める方法の一つとして、パルス幅変調（ＰＷＭ）駆動方式により駆動する有機ＥＬ表示
装置において、表示画像の輝度分布に基づいて、各階調における輝度の特性を変更するこ
とが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－００５７０９号公報
【特許文献２】特開２００４－１２６１６８号公報
【特許文献３】特開２００３－１２２３０１号公報
【特許文献４】特開２００４－３４１１４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ここで、ＣＩ駆動方式において、デジタル・スチル・カメラ等のモバイル機器に用いら
れる有機ＥＬ表示装置では、屋外での視認性を確保することが求められている。特に屋外
で撮影された画像等、画面全体の平均階調値が高い画像を、有機ＥＬ表示装置で表示する
場合には、有機ＥＬパネルへの供給電力が不足することにより、高い輝度で表示されるべ
き画素が、低い輝度で表示されてしまい、コントラストがなくなることから画像が不鮮明
となる。
【０００７】
　本発明は、上述の事情を鑑みてしたものであり、本発明の目的は、ＥＬ素子のような電
流駆動型発光素子を有する表示装置において、従来よりも駆動回路の構成が簡単で、しか
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も、発光輝度のバランスをとりつつ高輝度から低輝度まで広範囲に渡る赤、緑、青の各画
素の発光輝度を制御することが可能な駆動方法を提供することにある。また、本発明は、
コントラストを向上させ、視認性を高めた有機ＥＬ表示装置を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の発光素子表示装置は、階調値に基づく電圧が記憶された複数の画素に対して、
基準電圧が印加されることにより、自発光体である発光素子に発光させることにより表示
を行う発光素子表示装置において、前記複数の画素の各々の階調値について、統計量を算
出する統計量算出部と、前記統計量に基づいて、前記基準電圧の補正量を算出し、前記基
準電圧を補正する基準電圧補正部と、前記基準電圧補正部により補正された前記基準電圧
に基づいて、前記基準電圧を出力する基準電圧出力部と、を備える発光素子表示装置であ
る。
【０００９】
　また、本発明の発光素子表示装置において、前記発光素子は、有機エレクトロルミネッ
サンス素子である、とすることができる。
【００１０】
　また、本発明の発光素子表示装置において、前記統計量は、前記階調値の合計により表
わされる平均画像レベル値である、とすることができ、また、前記統計量は、色ごとに重
みづけされて、合計することにより表わされる値である、とすることができる。
【００１１】
　また、本発明の発光素子表示装置において、前記基準電圧補正部は、前記統計量が、明
るさの度合いが高いことを示す値である場合には、前記発光素子の発光量を減少させるよ
うに基準電圧を補正し、前記統計量が、明るさの度合いが低いことを示す値である場合に
は、前記発光素子の発光量を増加させるように基準電圧を補正する、とすることができる
。
【００１２】
　また、本発明の発光素子表示装置において、前記基準電圧補正部は、前記統計量が、明
るさの度合いが高いことを示す値である場合には、前記発光素子のピーク輝度を増加させ
るように基準電圧を補正し、明るさの度合いが低いことを示す値である場合には、前記発
光素子のピーク輝度を減少させるように基準電圧を補正する、とすることができる。
【００１３】
　また、本発明の発光素子表示装置において、前記基準電圧補正部は、前記補正量を算出
するためのパラメータを有し、前記パラメータを使用した計算式に、前記統計量を代入す
ることにより決定される、とすることができる。ここで、前記パラメータは、利用者によ
る設定、外光照度、及び継続使用時間等に基づいて決定される、とすることができる。こ
のパラメータには、基準電圧の補正を行うか行わないかを選択するパラメータも含むこと
とする。
【００１４】
　また、本発明の発光素子表示装置において、前記統計量算出部、前記基準電圧補正部、
及び前記基準電圧出力部は、前記画素を有するＴＦＴ基板上の回路により構成されている
、とすることができる。
【００１５】
　本発明の表示方法は、階調値に基づく電荷を蓄えた複数の画素に対して、基準電圧が印
加されることにより、自発光体である発光素子に発光させることにより表示を行う発光素
子表示装置の表示方法において、前記複数の画素の各々の階調値について、統計量を算出
する統計量算出工程と、前記統計量算出工程において算出された前記統計量に基づいて、
前記基準電圧の補正量を算出し、前記基準電圧を補正する基準電圧補正工程と、前記基準
電圧補正工程において補正された前記基準電圧に基づいて、前記基準電圧を出力する基準
電圧出力工程と、を備える表示方法である。
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【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の第１の実施形態係る有機ＥＬ表示装置について示す図である。
【図２】第１実施形態に係るＴＦＴ基板を概略的に示す図である。
【図３】画素内の回路を概略的に示す図である。
【図４】矩形波駆動部の構成を示す図である。
【図５】基準電圧算出部の処理を示すフローチャートである。
【図６】屋外モード補正量ΔＶ加算処理について示すフローチャートである。
【図７】ＡＰＬ算出処理について示すフローチャートである。
【図８】ΔＶ算出処理について示すフローチャートである。
【図９】補正量ΔＶとＡＰＬの関係について示すグラフである。
【図１０】有機ＥＬ素子を点灯させる際に、制御される信号の変化を示すタイミングチャ
ートである。
【図１１】第２実施形態に係るＴＦＴ基板を概略的に示す図である。
【図１２】画素内の回路を概略的に示す図である。
【図１３】有機ＥＬ素子を点灯させる際に、制御される信号の変化を示すタイミングチャ
ートである。
【図１４】補正量ΔＶとＡＰＬの関係について示すグラフである。
【図１５】ピーク輝度ＬとＡＰＬの関係について示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の第１実施形態乃至第２実施形態について、図面を参照しつつ説明する。
なお、図面において、同一又は同等の要素には同一の符号を付し、重複する説明を省略す
る。
【００１８】
［第１実施形態］
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る有機ＥＬ表示装置１００について示す図である
。この図に示されるように、有機ＥＬ表示装置１００は、ＴＦＴ（Thin Film Transistor
）基板２００及び不図示の封止基板から構成される有機ＥＬパネルを挟むように固定する
上フレーム１１０及び下フレーム１２０と、表示する情報を生成する回路素子を備える回
路基板１４０と、その回路基板１４０において生成されたＲＧＢの情報をＴＦＴ基板２０
０に伝えるフレキシブル基板１３０と、により構成されている。
【００１９】
　図２には、図１のＴＦＴ基板２００が概略的に示されている。ＴＦＴ基板２００は、マ
トリクス状に配置され、表示の最小単位である画素２０１と、表示する階調値に対応する
データ信号２１１を各画素２０１に出力するデータ信号駆動部２１０と、各画素２０１に
配置されたＴＦＴスイッチを制御するための信号を出力するゲート駆動部２２０と、点灯
させるための矩形波の発光期間信号である矩形波信号２３１を出力する矩形波駆動部２３
０とを備えている。
【００２０】
　ここで、ゲート駆動部２２０から各画素２０１に出力される信号は、後述する信号選択
信号２２１、点灯制御信号２２２及びリセット信号２２３である。なお、この図において
は、図が煩雑にならないよう画素２０１の数を減らし、簡略化して記載している。
【００２１】
　図３には、画素２０１内の回路が概略的に示されている。この図に示されるように、画
素２０１は、自発光体である有機ＥＬ素子３１０と、矩形波信号２３１及びデータ信号２
１１のいずれを入力信号線２５０に入力するかを選択する第１選択スイッチ３０１及び第
２選択スイッチ３０２と、有機ＥＬ素子３１０を点灯させるスイッチとして機能し、有機
ＥＬ素子３１０のアノード側が、後述する点灯制御スイッチ３０８を介して、ドレイン側
に接続されている有機ＥＬ駆動ＴＦＴ３０６と、第１選択スイッチ３０１及び第２選択ス
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イッチ３０２と、有機ＥＬ駆動ＴＦＴ３０６のゲート側との間に配置された記憶容量３０
４と、有機ＥＬ駆動ＴＦＴ３０６のドレイン側とゲート側を結ぶように接続され、リセッ
ト信号２２３により動作するリセットスイッチ３１４と、有機ＥＬ駆動ＴＦＴ３０６のド
レイン側にあり、点灯制御信号２２２により駆動する点灯制御スイッチ３０８と、有機Ｅ
Ｌ素子３１０のカソード側に接続された共通電極３１２と、を備えている。また、有機Ｅ
Ｌ駆動ＴＦＴ３０６のソース側は電源線２４０に接続されている。
【００２２】
　なお、第１選択スイッチ３０１、有機ＥＬ駆動ＴＦＴ３０６及び点灯制御スイッチ３０
８はｐ型ＭＯＳにより形成されているため、ゲート信号がＬｏｗでオンとなる。一方、第
２選択スイッチ３０２及びリセットスイッチ３１４は、ｎ型ＭＯＳにより形成されている
ため、ゲート信号がＨｉｇｈでオンとなる。
【００２３】
　図４には、矩形波駆動部２３０の構成が示されている。矩形波駆動部２３０は、矩形波
の発光期間信号の電圧値を算出する基準電圧算出部４１０と、基準電圧算出部４１０で算
出された電圧で矩形波信号２３１を出力する矩形波出力部４２０と、基準電圧を算出する
ために必要な定数が保存されるレジスタ部４３０とを備え、更に、平均画像レベル（ＡＰ
Ｌ）値を算出するＡＰＬ算出部４１１と、ＡＰＬ算出部４１１で算出されたＡＰＬの値に
基づいて電圧の補正量（補正電圧）ΔＶを算出するΔＶ（補正電圧）算出部４１２とを有
している。
【００２４】
　すなわち、統計量算出部であるＡＰＬ算出部４１１で算出される統計量（統計電圧）は
画像データから統計的に得られる電圧データである。また、基準電圧補正部は補正電圧算
出部４１２と基準電圧算出部４１０とで構成される。補正電圧算出部４１２により算出さ
れた補正電圧ΔＶと基準電圧算出部４１０により算出された基準電圧とで補正された基準
電圧（補正基準電圧）を算出する。補正基準電圧は基準電圧出力部を介して出力される。
図４において基準電圧出力部は矩形波出力部４２０である。
【００２５】
　図５は、矩形波駆動部２３０の処理を示すフローチャートである。基準電圧算出部４１
０は、まず、ステップＳ１１において、レジスタ部４３０から基準電圧の出荷時設定値を
読み出し、引き続き、ステップＳ１２において、読み出した出荷時設定値に、継続使用時
間等から算出される劣化補正分を取得し、加算する。次に、ステップＳ１３において、利
用者により、屋外モードが設定されているかどうかを判定する。ここで、肯定的な判定の
場合には、ステップＳ１４に移行して屋外モード補正量ΔＶ加算処理を実行し、屋外モー
ドにおいての補正量ΔＶを加算した後、処理を終了する。一方、否定的な判定の場合には
、そのまま処理を終了する。
【００２６】
　図６は、図５のステップＳ１４である屋外モード補正量ΔＶ加算処理について示すフロ
ーチャートである。屋外モード補正量ΔＶ加算処理（ステップＳ１４）は、まず、ステッ
プＳ２１において、ＡＰＬ（平均画像レベル）の値を算出するＡＰＬ算出処理を行い、引
き続き、ステップＳ２２において、算出されたＡＰＬの値に基づいて、補正量ΔＶを算出
するΔＶ算出処理を実行する。最後に、ステップＳ２３において、算出された補正量ΔＶ
を基準電圧に加算する。
【００２７】
　図７は、図６のステップＳ２１であるＡＰＬ算出処理について示すフローチャートであ
る。ＡＰＬ算出処理（ステップＳ２１）は、まず、ステップＳ３１において、図１の回路
基板１４０から送信され、画面に表示するＲ（赤）Ｇ（緑）Ｂ（青）の各階調値を取得し
、それらの値を合算する。この処理は一画面分のデータについて合算し終えるまで、繰り
返される（ステップＳ３２）。ここで、ＲＧＢの各色についての合算は、例えば、Ｂ（青
）の階調値については、１．３を乗じて合算する等重みづけを行って合算してもよい。引
き続き、ステップＳ３３において、合算された情報を上位ビットのみを残すように、ビッ
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トシフトさせてＡＰＬの値とし、ステップＳ３４において、そのＡＰＬの値を保存する。
【００２８】
　図８は、図６のステップＳ２２であるΔＶ算出処理について示すフローチャートである
。ΔＶ算出処理（ステップＳ２２）は、まず、ステップＳ４１において、ステップＳ２１
のＡＰＬ算出処理により算出されたＡＰＬの値と、レジスタ部４３０に保存された値であ
り、補正量ΔＶを算出するためのパラメータであるＡＰ１、ＡＰ２、ＡＰ３、ΔＶ１、Δ
Ｖ２、ΔＶ３の各値を読み出して取得する。
【００２９】
　次に、ステップＳ４２において、ＡＰＬの値がＡＰ１以下かどうかを判定する。この判
定結果が肯定的な場合には、ステップＳ４３において、ΔＶにΔＶ１を代入して、ステッ
プＳ４４へ移行する。一方、否定的な場合には、ステップＳ４３の代入を行わずにステッ
プＳ４４へ移行する。
【００３０】
　引き続き、ステップＳ４４において、ＡＰＬの値がＡＰ１より大きく、かつＡＰ２以下
かどうかを判定する。この判定結果が肯定的な場合には、ステップＳ４５において、ΔＶ
に（Ｂ１・（ＡＰＬ－ＡＰ１）＋ΔＶ１）の計算結果を代入して、ステップＳ４６へ移行
する。一方、否定的な場合には、ステップＳ４５の代入を行わずにステップＳ４６へ移行
する。ここで、Ｂ１は、（（ΔＶ２－ΔＶ１）／（ＡＰ２－ＡＰ１））で表わされる量で
ある。
【００３１】
　次に、ステップＳ４６において、ＡＰＬの値がＡＰ２より大きく、かつＡＰ３以下かど
うかを判定する。この判定結果が肯定的な場合には、ステップＳ４７において、ΔＶに（
Ｂ２・（ＡＰＬ－ＡＰ２）＋ΔＶ２）の計算結果を代入して、ステップＳ４８へ移行する
。一方、否定的な場合には、ステップＳ４７の代入を行わずにステップＳ４８へ移行する
。ここで、Ｂ２は、（（ΔＶ３－ΔＶ２）／（ＡＰ３－ＡＰ２））で表わされる量である
。
【００３２】
　引き続き、ステップＳ４８において、ＡＰＬの値がＡＰ３より大きいかどうかを判定す
る。この判定結果が肯定的な場合には、ステップＳ４９において、ΔＶにΔＶ３を代入し
て、ΔＶ算出処理（ステップＳ２２）を終了する。一方、否定的な場合には、ステップＳ
４９の代入を行わずにΔＶ算出処理（ステップＳ２２）を終了する。ここで算出された補
正量ΔＶは、図６のステップＳ２３において、基準電圧に加算される。
【００３３】
　なお、図５において、屋外モードが設定されていない場合には、屋外モード補正量ΔＶ
加算処理（ステップＳ１４）を実行しないこととしたが、この代わりに、図８のΔＶ算出
処理（ステップＳ２２）において、ΔＶを０Ｖとすることとしてもよい。
【００３４】
　図９は、図８のΔＶ算出処理により算出される補正量ΔＶとＡＰＬの関係について示す
グラフである。このグラフにおいて、レジスタ部４３０から読みだされる各パラメータの
値は、ＡＰ１＝６４、ＡＰ２＝１６０、ＡＰ３＝２４０、ΔＶ１＝－０．３、ΔＶ２＝０
．１、ΔＶ３＝０．３である。このグラフに示されるように、ＡＰＬの値が大きくなるに
つれて、補正量ΔＶは増加する。
【００３５】
　図１０は、図３の有機ＥＬ素子３１０を点灯させる際に、制御される信号の変化を示す
タイミングチャートである。このタイミングチャートには、図３のデータ信号２１１、矩
形波信号２３１、有機ＥＬ駆動ＴＦＴ３０６のゲート電圧信号２５０、信号選択信号２２
１、リセット信号２２３及び点灯制御信号２２２の各信号の変化の様子が示されている。
【００３６】
　この図に示されるように、まず、時刻Ｔ１において、信号選択信号２２１がＬｏｗとな
る。これにより、図３の第１選択スイッチ３０１はオンとなり、第２選択スイッチ３０２
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はオフとなるため、記憶容量３０４にはデータ信号２１１が入力される。なお、この時刻
Ｔ１の時点では、リセット信号２２３は、Ｌｏｗ（ネガティブ）であり、リセットスイッ
チ３１４はオフとなっている。
【００３７】
　引き続き、時刻Ｔ２において、リセット信号２２３がＨｉｇｈ（アクティブ）となり、
リセットスイッチ３１４がオンとなると共に、点灯制御信号２２２がＬｏｗ（アクティブ
）となり、点灯制御スイッチ３０８がオンとなる。これにより有機ＥＬ駆動ＴＦＴ３０６
のゲートとドレインは導通し、電源線２４０から、有機ＥＬ駆動ＴＦＴ３０６のＰＮ接合
及びゲート線を介して、共通電極３１２へ電流が流れる。この際に有機ＥＬ駆動ＴＦＴ３
０６のゲート電圧２５０は有機ＥＬ素子３１０の電流に見合ったゲート電圧に引き下げら
れる。
【００３８】
　次に、時刻Ｔ３において、点灯制御信号２２２がＨｉｇｈ（ネガティブ）となると、点
灯制御スイッチ３０８がオフとなり、有機ＥＬ駆動ＴＦＴ３０６のゲートの電圧２５０が
上がり、有機ＥＬ駆動ＴＦＴ３０６の閾値電圧となった時点で非導通となる。次に、時刻
Ｔ４において、リセット信号２２３をＬｏｗ（ネガティブ）とし、リセットスイッチをオ
フする。これにより、時刻Ｔ４において、入力信号線２５０に入力されるデータ信号は階
調値に対応するデータの電圧になり、これに伴い、記憶容量３０４を介して、有機ＥＬ駆
動ＴＦＴ３０６のゲート電圧２５０も引き下げられることにより、データに対応する分の
電流がソース側からゲート側に流れ込み、階調値に対応する電荷量が設定される。
【００３９】
　引き続き、時刻Ｔ５において、図５の基準電圧決定処理で決定された基準電圧を、矩形
波信号２３１に設定する。ここで、本実施形態では、直前に屋外モードが新たに設定され
、ＡＰＬ算出処理（ステップＳ２１）により得られたＡＰＬの値が２２４とすると、図８
のΔＶ算出処理（ステップＳ２２）のステップＳ４６において、肯定的な判定となり、ス
テップＳ４７の式により補正量ΔＶが０．２６Ｖとなる。したがって、図１０の時刻Ｔ５
において、矩形波信号２３１の電圧は、補正量ΔＶである０．２６Ｖだけ引き上げられて
いる。
【００４０】
　次に、時刻Ｔ６において、信号選択信号２２１がＨｉｇｈに設定されると共に、点灯制
御信号２２２がＬｏｗ（アクティブ）となる。これにより、第１選択スイッチ３０１はオ
フとなり、第２選択スイッチ３０２はオンとなるため、入力信号線２５０には矩形波信号
２３１が入力されると共に、点灯制御スイッチがオンとなる。これにより、有機ＥＬ駆動
ＴＦＴ３０６のゲート側には、入力信号線２５０に印加された矩形波の電圧に対応する電
圧が発生し、ゲート側に電流が流れ込むため、有機ＥＬ駆動ＴＦＴ３０６のソース側から
ドレイン側に電流が流れ、有機ＥＬ素子３１０が点灯する。
【００４１】
　ここで、矩形波信号２３１は、補正量ΔＶだけ引き上げられているため、ゲート側に発
生する電圧も引き上げられ、有機ＥＬ駆動ＴＦＴ３０６のソース端とゲート端の電位差が
小さくなることから、補正量ΔＶがない場合に比べて、発光量が小さくなる。
【００４２】
　したがって、本発明の第１実施形態では、屋外の明るい場所において撮影された等の理
由により画面全体が明るい画像について、コントラストを保ち、視認性を確保することが
できる。
【００４３】
　また、上述のように、コントラストを保つことにより、消費電力を抑えることができる
と共に、有機ＥＬ素子３１０の長寿命化を図ることができる。
【００４４】
　また、基準電圧を変化させることにより画面全体の輝度を変化させることとしたため、
各画素に記憶させる階調値に対応するデータとは関係なく、一度に画面全体の輝度を変化
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させることができる。
【００４５】
　また、図８及び図９に示されるように、ＡＰＬの値が小さい場合には、補正量ΔＶを負
の値にしていることから、画面全体が暗い場合には、画面全体の輝度を高め、視認性を高
めることができる。
【００４６】
［第２実施形態］
　図１１には、本発明の第２の実施形態に係るＴＦＴ基板８００が概略的に示されている
。ここで、このＴＦＴ基板８００が収容される有機ＥＬ表示装置は、図１に示された、実
施形態１の有機ＥＬ表示装置１００の構成と同様である。
【００４７】
　ＴＦＴ基板８００は、マトリクス状に配置され、表示の最小単位である画素８０１と、
表示する階調値に対応するデータ信号８１１を出力するデータ信号駆動部８１０と、各画
素８０１に配置されたＴＦＴスイッチ等を制御するための信号を出力するゲート駆動部８
２０と、各画素８０１に点灯のための矩形波の発光期間信号である矩形波信号８３１を出
力する矩形波駆動部８３０と、矩形波信号８３１及びデータ信号８１１のいずれを入力信
号線８５０に入力するかを選択する第１選択スイッチ８２４及び第２選択スイッチ８２６
と、を備えている。
【００４８】
　ここで、ゲート駆動部８２０から各画素８０１に出力される信号は、信号選択信号８２
１、点灯制御信号８２２及びリセット信号８２３である。なお、実施形態１の図２と同様
に、この図においては、図が煩雑にならないよう画素８０１の数を減らし、簡略化して記
載している。
【００４９】
　図１２は、画素８０１内の回路を概略的に示す図である。この図に示されるように、画
素８０１は、自発光体である有機ＥＬ素子９１０と、有機ＥＬ素子９１０を駆動するスイ
ッチとして機能し、有機ＥＬ素子９１０のアノード側が、後述する点灯制御スイッチ９０
８を介して、ドレイン側に接続されている有機ＥＬ駆動ＴＦＴ９０６と、有機ＥＬ駆動Ｔ
ＦＴ９０６のゲート側に配置された記憶容量９０４と、有機ＥＬ駆動ＴＦＴ９０６のドレ
イン側とゲート側を結ぶように接続され、リセット信号８２３により駆動するリセットス
イッチ９１４と、有機ＥＬ駆動ＴＦＴ９０６のソース側にあり、点灯制御信号８２２によ
り駆動する点灯制御スイッチ９０８と、有機ＥＬ素子９１０のカソード側に接続された共
通電極９１２と、を備えている。また、有機ＥＬ駆動ＴＦＴ９０６のソース側は電源線８
４０に接続されている。
【００５０】
　なお、点灯制御スイッチ９０８及びリセットスイッチ９１４はｎ型ＭＯＳにより形成さ
れているため、ゲート信号はＨｉｇｈでオンとなる。ここで、矩形波駆動部８３０は、図
３に示される、実施形態１の矩形波駆動部２３０と同様の構成であり、図４～７と同様の
動作を行う。
【００５１】
　図１３は、有機ＥＬ素子９１０を点灯させる際の、制御される信号の変化の様子を示す
タイミングチャートである。実施形態２では、実施形態１の点灯制御スイッチ３０８と異
なり、点灯制御スイッチ９０８がｎ型ＭＯＳで形成されているため、このタイミングチャ
ートは、点灯制御信号８２２のＬｏｗとＨｉｇｈが逆になっている。この他の点について
、図１０で示される実施形態１のタイミングチャートと同じであり、同様の動作であるた
め、説明を省略する。
【００５２】
　したがって、第２実施形態では、第１実施形態と同様に、屋外の明るい場所において撮
影された等の理由により画面全体が明るい画像について、コントラストを保ち、視認性を
確保することができる。
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【００５３】
　また、コントラストを保つことにより、消費電力を抑えることができると共に、有機Ｅ
Ｌ素子９１０の長寿命化を図ることができる。
【００５４】
　また、基準電圧を変化させることにより画面全体の輝度を変化させることとしたため、
各画素に記憶させる階調値に対応するデータとは関係なく、一度に画面全体の輝度を変化
させることができる。
【００５５】
　また、図８及び図９に示されるように、ＡＰＬの値が小さい場合には、補正量ΔＶを負
の値にしていることから、画面全体が暗い場合には、画面全体の輝度を高め、視認性を高
めることができる。
【００５６】
　なお、上述の第１実施形態及び第２実施形態においては、画面全体が暗い場合には、画
面全体の輝度を高め、画面全体が明るい場合には、画面全体の輝度を抑えることとしたが
、逆に、ピーク輝度に着目し、画面全体が明るい場合には、ピーク輝度を高めるために、
更に、補正量ΔＶを負の値にし、画面全体が暗い場合には、ピーク輝度を抑えるために、
補正量ΔＶを正の値にする制御も可能である。
【００５７】
　図１４及び図１５には、それぞれ補正量ΔＶとＡＰＬとの関係について示すグラフと、
ピーク輝度ＬとＡＰＬの関係について示すグラフとが示されている。ここで、実線で表さ
れた図１４のＬ＿Ｖ１及び図１５のＬ＿Ｐ１は共に同一の制御による特性を示し、点線で
表された図１４のＬ＿Ｖ２及び図１５のＬ＿Ｐ２は共に同一の制御による特性を示してい
る。各ＡＰＬの値において、補正量ΔＶが０の場合（図１４、点線Ｌ＿Ｖ２）には、図１
５の点線Ｌ＿Ｐ２に示されるように、ＡＰＬの値が増加するにつれて、自然にピーク輝度
Ｌは小さくなる。したがって、ピーク輝度の値を一定に保つために、ＡＰＬの値が大きく
なるにつれて、補正量ΔＶの値を小さくする制御を行うことにより（図１４、実線Ｌ＿Ｖ
１）、図１５の実線Ｌ＿Ｐ１に示されるように、ピーク輝度を一定に保つことができる。
【００５８】
　また、上述の第１実施形態及び第２実施形態においては、屋外モードが設定されていた
場合に、ＡＰＬの値を算出して画面全体の輝度を制御することとしたが、常にこのような
動作を行うこととしてもよいし、有機ＥＬ表示装置の継続使用時間や周囲の明るさを検知
することにより、動作を行うこととしてもよい。一方、有機ＥＬ表示装置の継続使用時間
や周囲の明るさを検知することにより、ＡＰ１～ＡＰ３やΔＶ１～ΔＶ３等のパラメータ
を算出・設定することとしてもよい。
【００５９】
　また、上述の第１実施形態及び第２実施形態においては、図２～３及び図１１～１２の
ような回路を用いることとしたが、このような回路構成に限られず、基準電圧を用いて点
灯を行う自発光素子を用いた表示装置に適用することができる。
【００６０】
　また、上述の第１実施形態及び第２実施形態において特に記載していないが、有機ＥＬ
層に使用される発光材料は低分子であっても、高分子であってもよいし、有機ＥＬパネル
の光の取り出し方向は、ボトムエミッション方式及びトップエミッション方式のいずれで
あってもよい。
【符号の説明】
【００６１】
　１００　有機ＥＬ表示装置、１１０　上フレーム、１２０　下フレーム、１３０　フレ
キシブル基板、１４０　回路基板、２００，８００　ＴＦＴ基板、２０１，８０１　画素
、２１０，８１０　データ信号駆動部、２１１，８１１　データ信号、２２０，８２０　
ゲート駆動部、２２１，８２１　信号選択信号、２２２，８２２　点灯制御信号、２２３
，８２３　リセット信号、２３０，８３０　矩形波駆動部、２３１，８３１　矩形波信号
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、２４０，８４０　電源線、２５０，８５０　入力信号線、３０１，８２４　第１選択ス
イッチ、３０２，８２６　第２選択スイッチ、３０４，９０４　記憶容量、３０６，９０
６　有機ＥＬ駆動ＴＦＴ、３０８，９０８　点灯制御スイッチ、３１０，９１０　有機Ｅ
Ｌ素子、３１２，９１２　共通電極、３１４，９１４　リセットスイッチ、４１０　基準
電圧算出部、４１１　ＡＰＬ算出部、４１２　ΔＶ算出部、４２０　矩形波出力部、４３
０　レジスタ部。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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摘要(译)

要解决的问题：通过保持屏幕的对比度来提高有机EL显示设备的可视性。 解决方案：在通过向存储基于灰度值的电荷的像素施加
参考电压而通过发光来执行显示的发光元件显示装置中，在TFT基板的矩形波驱动部分内的参考电压计算该单元的APL计算单元计
算APL的值（平均图像电平）（步骤S21），并且参考电压计算单元的ΔV计算单元基于APL的值计算参考电压的校正量ΔV（步骤
S22）。计算出的校正量ΔV与参考电压相加，并成为从每个矩形波驱动单元输出到每个像素的矩形波信号的电压。在存储与灰度值
对应的数据信号的每个像素中，通过矩形波信号执行有机EL元件的发光。 点域6
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